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百原新＊・水野清秀*＊・沖津進＊：近畿地方南部，

菖蒲谷層上部層の前期更新世末寒冷期の大型植物化石群

ArataMomohara*，KiyohideMizuno*＊andSusumuOkitsu*：PlantMacrofossil

AssemblagesinaLatestEarlyPleistoceneColdStagefromtheUpperMember

oftheShobudaniFormation，SouthwesternJapan

要旨和歌山県橋本市と奈良県五篠市の菖蒲谷層上部層から得た前期更新世末の寒冷期の大型植物化石群を記載

し，古植生を復元した。植物化石群にはチョウセンゴヨウを含むマツ属単維管束亜属，トウヒ属パラモミ節，シラピ

ソを含むモミ属，シラカバといった冷温帯から亜寒帯に分布する樹種が卓越し，水湿地に生育する草本が多く含まれ

ていた。シラビソ，シラカバ，サワグルミの産出は西南日本の第四系における最古の記録であり，前期更新世末の寒

冷期には，中期更新世前半の寒冷期と同様の亜寒帯針葉樹が優占した古植生が，東北日本だけではなく西南日本にも

分布したことが明らかになった。

キーワード：亜寒帯針葉樹，大型植物化石群，寒冷期，前期更新世末
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第四紀が始まり，氷河'性海水準変動が気候の変化に

伴って繰り返される中で，チョウセンゴヨウ，トウヒ，

カラマツ，コメツガ，シラビソ，シラカバ，ブナといっ

た現在の冷温帯から亜寒帯の森林植生を構成する樹種が

日本列島に出現し，分布を拡大していった。これらの植

物の分布の歴史的変遷を明らかにすることは，現在の日

本列島の冷温帯および亜寒帯植生の成立過程を知る上で

重要である。第四紀になってはじめて出現したこれらの

植物群のうち，ブナ以外は中期更新世や後期更新世の寒

冷期の地層から多く産出している。しかしながら，前期

更新世後半から中期更新世初頭はこれらの植物群が分布

拡大を開始する重要な時代であるにもかかわらず，寒冷

期の大型植物化石群の種構成を量的に検討した例は少な

い。化石群が量的に記載されたのは福島県会津盆地の山

都層群（鈴木ほか，1990）と広島県東南部の西条層（東

元ほか，１９８５；水野・南木，1986）だけで，近畿地方で

の記載例はない。そこで本論文では，Momoharae/α/、

（1990）と水野・百原（1993）によって主要な植物だけ

が報告された，菖蒲谷層上部層，前期更新世末の寒冷期

大型植物化石群の種構成を量的に検討して古植生を復元

した。さらに，第四紀の寒冷期を特徴づけるチョウセン

ゴヨウのほか，日本の下部更新統では最も下位の産出で

あり西南日本の下部更新統でははじめての産出報告とな

るシラビソ，シラカバ，サワグルミの形態記載を行い，

寒冷期植物化石群の層序学的考察を加えた。

本研究には文部省科学研究費補助金（課題番号

08680185）の一部を使用した。

＊〒２７１千葉県松戸市松戸６４８千葉大学園芸学部緑地・環境学科

DepartmentofEnvironmentalScienＣｅ,FacultyofHorticulture,ChibaUniversity,Matsudo648,Chiba271,Japan．
､車〒３０５茨城県つくば市東1-1-3地質調査所環境地質部

EnvironmentalGeologyDepartment,GeologicalSurveyofJapan,l-l-3Higashi,Tsukuba,Ibaragi305,Japan．
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図１菖蒲谷層上部層の大型植物化石群採取地点

１：地点１．２：地点２．３：五条４（Go4）火山灰層の分布地点．

Ｆｉｇ．１Localitymapofplantmacrofossilassemblagesfromthe
uppermemberoftheShobudaniFormation
l：ＬＯＣ､１．２：LOC､２．３：outcropofGojyo4VolcanicAsh．
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図２試料採取地点の地質柱状図
Ｓｈ６は菖蒲谷６（Sh6）火山灰層.柱状図左のＰは
植物化石群．図左側の数字は菖蒲谷層上部層基底
からの層厚（水野・百原,１９９３に従う）を示す．

Ｆｉｇ．２Columnarsectionsofthesamplingsites
Sh6：Shobudani6VolcanicAsh、Ｐ：plant
macrofossilassemblages,Numberstotheleft
ofthecolumnarsectionsindicatethesedi．
ｍentthicknessfromthebaseoftheupper
memberoftheShobdaniFormatio、(follow・

ingMizuno＆Momohara,1993)．

2．試料と方法

チョウセンゴヨウを含む植物化石群は，和歌山県橋本

市地蔵寺の山田川支流河床の地点１と奈良県五峰市越替

の地点２で得た(図l)。これらの試料を採取した地層は，

紀ノ川流域に分布する鮮新・更新統菖蒲谷層のうち，前

期更新世後半から中期更新世初頭に堆積したとされる菖

蒲谷層上部層に相当する（水野･百原，1993)。試料採取

地点の柱状図を図２に示す｡地点１の化石群Ｐ１は,菖蒲

谷６（Sh6）火山灰層の７ｍ下位に位置し（Ｍｏｍｏｈａｒａｇｊ

ａﾉ.,1990)，中喋サイズの和泉砂岩の亜角牒層に含まれる

葉理の発達した厚さ１０ｃｍの細粒砂層から得た。この細

粒砂層には，レンズ状に厚さ１ｃｍ以内の数枚の植物化

石密集層が挟在していた。一方，地点２の化石群Ｐ２は，

五条４（Go4）火山灰層の約8.5ｍ上位に位置すると推定

され（水野･百原，1993)，花尚岩，篠岩，ミロナイト等

から構成される中牒サイズの亜角操層に挟在する厚さ

30ｃｍ，幅4ｍ以上の塊状の炭質シルト層から得た。ｐ１，

P2を含む篠層は,ともに菖蒲谷層分布域北側の和泉山脈

を構成する岩石から構成され，しかも亜角牒主体で淘汰

が悪いことから，和泉山脈から南へと発達した扇状地上

で堆積したと考えられる。

地点１と地点２は約10kｍ離れており，菖蒲谷層上部

層の中には地点１と地点２の周辺で共通の火山灰が含ま

れていないために，地層の直接の対比はできない。しか

しながら，地点ｌと地点２付近の菖蒲谷層下部層には大

阪層群の福田火山灰層に対比される菖蒲谷１（Shl）火山

灰層と五条１（Gol）火山灰層がそれぞれ分布し，ｐｌと

菖蒲谷１火山灰層間の層厚と，Ｐ２と五条１火山灰層間
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えられる(図２)。さらに，地点ｌでＰｌの７ｍ上位に位置

する菖蒲谷６火山灰層（図２）のフイッション・トラック

年代が0.93±0.21ｍ.y,ＢＰ(鈴木，１９８８の地蔵寺火山灰）

の層厚はともに約78ｍである(水野･百原，1993)。また，

菖蒲谷層上部層基底からの層厚もＰｌが23ｍ，Ｐ２が

27ｍであることから，ＰｌとＰ２はほぼ同層準であると考

表１菖蒲谷層上部層の大型植物化石群一覧表

表中の数字は堆積物lOOcm3あたりの個数を示す．

＋は化石は含まれるが，産出個数の計数を行っていないことを示す．

TablelListofplantmacrofossilsfromtheuppermemberofthe
ShobudaniFormation
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であること，Ｐ２の8.5ｍ下位の層準(図１地点3)に分布

する五条４火山灰層が大阪層群のピンク火山灰層

(フイッション・トラック年代は0.92±0.52ｍ､yBP,鈴

木，1988）に対比されている（水野，1992）ことから，

化石群Ｐ１とＰ２を含む地層がほぼ同層準で,古地磁気層

序のハラミヨ･イベント（0.97～0.89ｍ.y､BP)よりも上位

の前期更新世末(0.97～0.73ｍ‘yBP)の地層に属すると考

えられる，

２

３ ４
８ａ

６

図３菖蒲谷層上部層の大型植物化石
ｌ：シラビソ球果鱗片,Ｐ２（AM334-1-1,1ａ：背軸側,１ｂ：向軸側)．２：モミ属種子,Ｐ２
（AM334-2-l)．３，４：チヨウセンゴヨウ種子,Ｐｌ（３：側面観,ＡＭ217-2-2,4：縦断面，

AM217-2-1)．５：シラカバ果実,Ｐ１（AM217-1b-1)．６，７：シラカバ果実鱗片,Ｐ１（６：
向軸側,AM217-1a－２，７：背軸側,AM217-1a-l)．８：サワグルミ果実,Ｐ１（ＡＭ２１７－
25-1,8ａ：上面観,８ｂ：縦断面)・スケールは２ｍｍ、

Fig.３PlantmacrofossilsfromtheuppermemberoftheShoubudaniFormation
l：conescaleofA6海ｓ”雄ルガ(P2AM334-l-l),ｌａ;abaxialface,１b;adaxialface、
２:seedofA6ねssp.(P2AM334-2-1).３:sideviewofseed,Ｐ”〃sル0”g"sjs(PｌＡＭ
217-2-2).４：longitudinalsectionofseed,Ｐ,ル0’“g"s応(PlAM217-2-1).５：fruitof
Bg跡kzjMz”勿加var.”0匁jca(P1AM217-lb-1).６:adaxialfaceoffrutingbracts，
Ｂ､，ｋｚ卵勿jﾉﾙzvar."0犯施α(P1AM217-la-2).７:abaxialfaceoffruitingbracts,Ｂ・
’〃”ﾙﾘﾉﾉﾙzvar.”0'z/αZ（P1AM217-1a-1).８：ｆｒｕｉｔｏｆＰ〃?りc"ｙｚｚ７加加ｊ”（P1
AM217-25-1),８a;upperview,８b;longitudinalsection､Ｓｃａｌｅｓａｒｅ２ｍｍ．



前期更新世末寒冷期の大型植物化石群（百原新ほか） 3３

植物化石群は，露頭から採取した堆積物のブロックを

水につけて軟らかくし，0.25ｍｍ目以上のふるいで水洗

した。Ｐ１は500ｃｍ3を，Ｐ２は200ｃｍ3を水洗した。Ｐ２

は乾燥して固結していたために，微量の過酸化水素水を

加えて軟らかくした。実体顕微鏡下で，ふるい上の残査

から分類群が認識できる植物の組織を拾いだし，個数を

数えた。針葉樹の葉はふるい別けの際に破損することが

多いので，マツ属単維管束亜属は先端部を，モミ属では

基部を拾い上げて計数した。Ｐ２ではマツ属単維管束亜

属の葉の破損がひどかったので，マツ属単維管束亜属の

葉の計数は行わなかった。植物化石標本は種類ごとにガ

ラス瓶にわけて７０％エタノールで液浸し，千葉大学園芸

学部に保管している。標本番号は化石群ＰｌはAM217，

化石群Ｐ２がＡＭ３３４に対応する。

3．大型植物化石群の記載

ＰｌとＰ２に含まれる植物化石の一覧を表ｌに示す。化

石群Ｐｌは木本９分類群，草本24分類群，化石群Ｐ２は

木本８分類群，草本９分類群から構成される。木本には

チョウセンゴヨウを含むマツ属単維管束亜属，トウヒ属

パラモミ節，シラビソを含むモミ属，サワラ，ビャクシ

ン属といった常緑針葉樹と，落葉広葉樹のシラカバ，サ

ワグルミ，クマノミズキ，マタタビ属，キイチゴ属を含

む。このうち，高木性の樹種はチョウセンゴヨウを含む

マツ属単維管束亜属，トウヒ属バラモミ節，シラビソを

含むモミ属，サワラ，シラカバ，サワグルミで，これら

はすべて現在では冷温帯から亜寒帯に分布している。

P１，Ｐ２とも，木本は個数に比べて種数が少ないことが

特徴的である。Ｐ１に含まれる木本のうち，マツ属単維管

束亜属の葉と短枝，トウヒ属バラモミ節の葉，シラカバ

の果実と果実鱗片が圧倒的に多く，草本ではアプラガヤ

が非常に多く，スゲ属アゼスゲ節Ａとカヤツリグサ科Ａ

も比較的多い。Ｐ２では木本はチョウセンゴヨウを含む

マツ属単維管束亜属の短枝の他に，トウヒ属バラモミ節

種子，シラピソ球果鱗片が多く，草本ではスゲ属Ｂとミ

ゾソバが多い。

草本の多くが水湿地に生育する植物で，アブラガヤ，

スゲ属アゼスゲ節，イグサ属，ホシクサ属，ミゾソバ，

ヤナギタデ，キンポウゲ属が含まれる。この他の分類群

は林縁や林床に生育する植物で，クラマゴケ，スゲ属シ

バスゲ節，トウゴクサバノオ，ウド，コミヤマカタバミ

近似種が含まれるが，乾燥した草地に生育する植物は含

まれていない。

現在の冷温帯から亜寒帯に分布する木本のうち，第四

紀の寒冷期を特徴づけるチョウセンゴヨウのほか，西南

日本の下部更新統からの初の産出報告となるシラビソ，

シラカバ，サワグルミの形態記載を行い，その層序学的

意義を述べる。

（１）シラビソＡ６泥ｓ”加賊Lindl．（図３－１）

球果鱗片の多くは破損していたが，１つがほぼ完全な

状態で産出した。種鱗は扇形で高さ7.1ｍｍ，基部の幅は

1ｍｍ・基部より高さ３ｍｍの部分で種鱗の側辺は弧を描

くように外側へと曲がり，種鱗の幅が急に広がって種鱗

本体へと移行する。種鱗本体は高さ4.1ｍｍ，幅11.3ｍｍ

で,側部は両側とも破損している。種鱗の先端1.5ｍｍは

ほぼ直角に向軸側へと折れ曲がる。種鱗基部の背軸側に

は高さ0.8ｍｍの突起がある。種鱗の背軸側表面は無毛

で縦駿があり，上部２ｍｍにのみ褐色の微細な突起また

は短毛を密生する。種鱗の向軸側は中央部が隆起し，表

面は無毛で平滑,上部１ｍｍだけに短毛を密生する。包鱗

は種鱗の柄から本体への移行部より下で種鱗と合着す

る。種鱗から遊離した包鱗の上部は円形，幅2.2ｍｍ，高

さ2.5ｍｍで先端が破損している。

日本に分布する５種類のモミ属のうち，モミＡ、

β"”，ウラジロモミＡ・〃0〃0/幼js，オオシラビソＡ・

刀z”9s〃の種鱗は大型で種鱗本体の高さは１ｃｍ以上あ

り，種鱗本体の割に柄が著しく短い。一方シラビソとト

ドマツＡ・ｓａＣ”/加e"sisの種鱗は高さ１ｃｍ以下と小型

で種鱗本体の高さに対して柄の長さが比較的長い。トド

マツは種鱗背軸側の大部分にシラビソよりも長い毛を密

生することで，毛を密生する部分が少なくしかも毛が比

較的短いシラビソとは区別される。日本のモミ属の中で

種鱗先端が向軸側へと強く屈曲するのはシラビソだけ

で，他の種類は屈曲しない。これらの特徴から，産出し

た球果鱗片はシラビソに同定できる。

シラピソの下部更新統でのこれまでの産出報告は，福

島県会津盆地の七折坂層（表２の地点７）でＡ、ｓｐ．（Ａ、

Ｃｆ.zﾉe"cAiiLindl.）として記載された球果鱗片の産出例

だけである(鈴木ほか，1990)。この植物化石群は，古地

磁気層序のハラミヨ・イベント（97～89万年前）の直上

の寒冷期のものとされており(鈴木ほか，1990)，今回記

載した菖蒲谷層の化石群と同時代か，それよりも少し古

い時代のものと考えられる。しかしながら，七折坂層の

球果鱗片は破損して保存状態が悪く，写真からは包鱗の

形態は読みとれない。したがって，今回のシラビソの産

出報告は，日本の下部更新統では最初の確実な記録とな

る。中期更新世の前半～中頃（約73万年前から約40万

年前）の地層からのシラビソ球果鱗片の報告も少なく，

岡山県西条盆地の西条層から２例（水野・南木，1986)，

大阪層群上部のＭａ６海成粘土層とＭａ７海成粘土層の

間の地層で２例（Miki，１９４１；高谷･市原，1961）が報

告されている。
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（２）チョウセンゴヨウ門刀ｚ４ｓルomie"sおSieb・et

Zucc．（図3-3,4）

縫合線に沿って縦に半分に割れた種子が地点ｌから２

個，地点２から１個産出した。種子は卵形で高さ13.9～

14.4ｍｍ，基部（hilum側）から上へl/4～l/５の部分が

もっとも幅があり，幅8.4～8.6ｍｍ,縫合面からの種子半

分の厚さは3.7～4.0ｍｍ･種子表面は黒く，微細な凹凸が

ある。種皮は木質で，縫合面では頂部の珠孔部がもっと

も薄くなっている。種皮の厚さは珠孔の両側とhilum側

で厚さ1.0ｍｍ，側辺では厚さ0.6ｍｍである。

日本とその周辺のマツ属の中では大型の種子をつける

マツ属単維管束亜属の分類群のうち，ハイマツＲ

'""z/〃とヒメコマツＲｐαγzﾉ伽7江は種子の高さが

10ｍｍ以下であることから，チョウセンゴヨウと区別で

きる。

下部更新統産のチョウセンゴヨウ種子化石は，表２の

地点３，４，５，８のほかに，兵庫県西宮市寒天小屋の大

阪層群下部イエロー火山灰層層準からも産出している

（Kokawa,１９６１のＬＯＣ､１８)。チョウセンゴヨウは，ト

ウヒとともに前期更新世を通じて寒冷期植物群を特徴づ

ける植物であるが，西宮市寒天小屋では暖温帯以南に分

布するコウヨウザン属Ｃｚ〃"伽gﾉｸα柳〃ｓｐ､とともに産出

する（Kokawa,1961)。チョウセンゴヨウ種子化石は，

広島県西条層，福島県塔寺累層，大阪層群上部の中期更

新世の寒冷期植物化石群にも比較的普通に含まれる。

（３）シラカバＢａ"〃地卵ﾉ，y/〃Sukatchevvar．

”012”（Miq.）Ｈａｒａ（図3-5,6,7）

果実鱗片は扇状で先は３裂し，長さ3.0-5.0ｍｍ，幅

2.0-4.1ｍｍ，黄褐色，膜質で維管束が透けて見える。鱗

片基部は丸みを帯びた切形で，基部向軸側では高さ

0.2-0.3ｍｍの着点が突出，着点付近では鱗片に厚みがあ

る｡果実鱗片基部から1.7～2.0ｍｍの高さで,側裂片が頂

裂片に対して直角に開出する。側裂片は高さ0.9-

1.5ｍｍ，幅1.0-1.7ｍｍで先端は少し反り返り，鈍頭。頂

裂片は高さ1.1ｍｍ～1.5ｍｍ，幅0.9～1.2ｍｍの三角形で

鈍頭，側裂片の上部より0.3～1.0ｍｍ突出する。

果実は赤褐色で高さ１．０～2.5ｍｍ,幅0.8～1.2ｍｍの狭

倒卵形，翼は大部分が破損しているが，側辺には翼の跡

が残っている。果皮は赤褐色,膜質で高さ1.0～1.6ｍｍの

倒卵形の種子が透けて見える。果実の表面には微細な縦

厳があり，光沢がある。柱頭は２本，高さ0.2ｍｍ以上

で，果実の長軸に対して２本とも平行に伸びている。

果実鱗片が膜質で側裂片が開出し，頂裂片が短いこ

と，果実が狭倒卵形であることから日本のカパノキ属の

なかでは，シラカバに同定される。

シラカバの下部更新統からのこれまでの産出例は会津

盆地の大沢植物化石群(表２の地点８，鈴木ほか，1990）

だけで，今回の報告は西南日本の下部更新統からの最初

の報告となる。中部更新統では会津盆地塔寺累層（鈴木

ほか，1990)と，西宮市満池谷の大阪層群上部Ｍａ６海成

粘土層とMa7海成粘土層間(Miki，1941)，広島県西条

盆地と黒瀬盆地の西条層(水野・南木，１９８６：東元ほか，

1985）から報告されている。

（４）サワグルミＰ"γひcα秒αγﾉzo加加Sieb、ｅｔＺｕｃｃ．

(図3-8）

縫合線にそって半分に割れ，上下に少し圧縮された果

実が１個産出した。果実は高さ2.2ｍｍ，幅5.0ｍｍの扇

球形で，基部から頂部へと走る高さ0.4～0.8ｍｍの５本

の顕著な稜がある。２次隔壁（secondaryseptum）は低

く，縫合面では２次隔壁から高さ0.6ｍｍのイボ状突起

を生ずる。

日本からはサワグルミのほか，シナサワグルミＲ

ｓ〃op花、の化石が鮮新・更新統から報告されている

(Miki，1955)。シナサワグルミは２次隔壁が発達して縫

合面では果実の基部よりｌ/２の高さまで盛り上がり，イ

ボ状の突起が発達しないことから，サワグルミと区別で

きる。

下部更新統のサワグルミ果実化石は，魚沼層群の鮮新

統最上部から下部更新統下半部に相当する下部累層海老

凝灰岩層準から中部累層ＳＫ１１０火山灰層準までの地層

から報告されている（新潟古植物グループ・新潟花粉グ

ループ，1983)。しかしながら，サワグルミは鮮新世から

前期更新世前半の地層(Momoharag/α/､,１９９０；Ｍｏｍo‐

hara,1992）から普通に産出するシナサワグルミとは外

見での区別は難しい。十日町東南部の魚沼層群下部～中

部累層からは，百原（1988）はシナサワグルミの果実化

石を報告している。新潟古植物グループ・新潟花粉グ

ループ（1983）はシナサワグルミを認識せずにすべてサ

ワグルミに同定しているので，魚沼層群下部～中部累層

のサワグルミの報告はシナサワグルミである可能性が高

い。したがって，今回の報告が日本の下部更新統産のサ

ワグルミの初めての記載となる。中期更新世前半の地層

からは，これまで会津盆地の塔寺隅の５層準からしか報

告されていない。

4．植物化石群からの古植生復元

化石群Ｐｌは葉理の発達した砂層に含まれており，河

川の比較的広い流域の植生を反映していると考えられる

にもかかわらず,木本の産出種数が１０種類と極めて少な

い。同地域の菖蒲谷層下部層で同様の層相の氾濫原堆積

物には，200ｃｍ3中に２２～40種類の木本が含まれること

を考えると，地点ｌを含む流域の森林植生の種組成はき
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交林が成立していたと考えられる。

一方，化石群Ｐ２は，河川の後背湿地で堆積したと考

えられる塊状の有機質シルトに含まれ，比較的原地性が

高いと考えられる。すなわち，化石群は湿地とそれに隣

接した森林植生を反映している。扇状地上の河川沿いの

わめて単調だったことがうかがえる。Ｐｌの化石群から

は，扇状地上の河川沿いにはアプラガヤ，スゲ属アゼス

ゲ節などのカヤツリグサ科が生育する湿地が広く分布

し，その背後にチョウセンゴヨウを含むマツ属単維管束

亜属，トウヒ属バラモミ節，シラカバが優占した針広混

表２前期更新世の寒冷期大型植物化石群の一覧
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湿地に成立したスゲ属やミゾソパを含む草本群落の背後

には，チョウセンゴヨウを含むマツ属単維管束亜属，ト

ウヒ属バラモミ節とシラビソから構成される常緑針葉樹

林が分布していたと考えられる。

5．植物化石群の生層序学的意義

化石群Ｐ１は冷温帯～亜寒帯に分布する植物によって

構成され，暖温帯以南に分布する植物を含まないことか

ら，Momoharae／α/、（1990）によって寒冷期の化石群

と考えられたが,Ｐ２も同様な種構成から寒冷期の化石群

と推定される。メタセコイア植物群消滅期(市原，1960）

の化石群を特徴づけるメタセコイアは，Ｐ１の4ｍ下位

の化石群（Momoharag/α/､１９９０のＰ26）とＰ２の7ｍ

下位の化石群(水野・百原，１９９３の図１１．５）まで普通に

含まれるが，Ｐ１とＰ２よりも上位の化石群には含まれ

ていない。一方，菖蒲谷層の分布域より和泉山脈をはさ

んで約10kｍ北側の大阪層群では，大阪層群下部層の

Ma2海成粘土層を最後にメタセコイアは産出しなくな

る（Itiharae／α/、1975)。同地域のMa2海成粘土層と

Ma3海成粘土層の間の層準にはミツガシワの種子化石

を含む泥炭がしばしば見つかることから，市原（1960）

はこの泥炭層がメタセコイア植物群消滅期終末の寒冷気

候を示しているとし，五軒屋寒冷期と呼んだ。メタセコ

イアの消滅層準が菖蒲谷層と大阪層群で同じだとする

と，ＰｌとＰ２の地層はともに大阪層群のMa2海成粘土

層とＭａ３海成粘土層の間の寒冷期の地層に対比される

可能性が高い。

日本でこれまでに報告された前期更新世の植物化石群

のうち，チョウセンゴヨウやトウヒ，シラビソ，ヒメバ

ラモミといった冷温帯上部から亜寒帯に分布する植物を

含み，しかも暖温帯以南に分布する植物を含まない寒冷

期の植物化石群は，８地点からしか見つかっていない

（表2)。このほかに，現在冷温帯を中心に分布するミツ

ガシワが会津盆地や近畿地方の下部更新統では普通に見

つかっているが，ミツガシワが産出しただけでは寒冷気

候を示すとは限らないので，表２には載せていない。ミ

ツガシワは現在暖温帯にも分布しており，古琵琶湖層群

では暖温帯南部以南に分布するナンキンハゼと同じ化石

群に含まれる（山川，1993）からである。表２からは，

前期更新世前半と前期更新世末では寒冷期の植物化石群

の種構成が異なっていることが読みとれる。すなわち，

前期更新世前半の化石群はメタセコイアを含む一方で，

前期更新世末の化石群は前期更新世前半には見られない

シラビソ，シラカバ，スギナモを含む。今回記載した菖

蒲谷層の化石群はトウヒやスギナモを含まないが，チョ

ウセンゴヨウ，シラピソ，シラカバ，トウヒ属パラモミ

節が化石群で卓越することで，会津盆地の前期更新世末

の植物化石群（表２の地点６，７，８）と種構成が似る。

中期更新世前半の寒冷期の植物化石群は，前期更新世

末の化石群と種構成はほとんど変わらない。中期更新世

前半の植物化石群は，福島県会津盆地の塔寺累層と広島

県東南部の西条層から報告されている。これらの植物化

石群はコメツガを含むことで前期更新世末の化石群と異

なるが，やはりチョウセンゴヨウ，シラカバ，トウヒ，

トウヒ属パラモミ節が優占する。同じ時代の近畿地方で

は，寒冷気候を示す植物化石群は西宮市満池谷のＭａ６

海成粘土層とMa7海成粘土層の間の非海成層から見つ

かっており，ここではカラマツが含まれる(Miki,1941)。

このようにして寒冷期の植物化石相を時代を追って比較

すると，前期更新世前半の寒冷期にトウヒとチョウセン

ゴヨウが,前期更新世末の寒冷期にシラピソ，シラカバ，

スギナモが出現し，中期更新世に入ってコメツガとカラ

マツが加わるというように，植物化石相が多様になって

いく過程が追跡できる。

前期更新世末の寒冷期が中期更新世の寒冷期と比較し

て特に寒冷であるという証拠は，近畿地方を含む西南日

本でこれまで見つかっていなかった。しかしながら，今

回記載した菖蒲谷層の化石群の存在によって，チョウセ

ンゴヨウなどの亜寒帯針葉樹が優占する古植生が会津盆

地のような東北日本内陸部だけではなく西南日本にも分

布し，前期更新世末の寒冷期の気候がかなり厳しかった

ことが示された。このことは，前期更新世末のメタセコ

イア植物群の絶滅過程を考察する上でも重要な意味を持

つ。前期更新世後半のおよそ１'0万年前以降に活発化し

た山地形成と海水準変動によって，メタセコイア植物群

が生育していた沖積平野の分断はすでに進んでおり（百

原，1993)，気候変化によって絶滅が起きやすい状況に

なっていたと考えられるからである。
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大型植物化石資料だけではなく花粉資料を含めて包括的

に取り上げている。時代（紀）ごとに中国の化石植物相

を集約しているが，これまで報告された各地の植物化石

群を層序学的に整理しただけではなく，各時代で植物区

系を認めた上で植物相や植生の地理分布を議論したのが

評価できる。第四紀の植生史は，主に花粉資料に基づい

てまとめられている。ＩＮＱＵＡ第８回北京大会前後に出

版された文献も含めて膨大な資料が蓄積されていると思

われるが，各地域の代表的な花粉ダイアグラムを提示す

るにとどまっており，中国全体での第四紀の植物地理変

遷が総括されていないのが残念なところである。

（百原新）


